
 

 

札幌車両基地における景観に配慮した 

住民参加型デザイン決定プロセス 
北海道新幹線建設局 

設備部建築第一課 山本 剛史 

１．  はじめに  

北海道新幹線は、平成 28 年（ 2016 年）に新

青森・新函館北斗間が開業し、現在、新函館北

斗・札幌間の建設を進めており、約 212km にわ

たる路線延長区間内に新たに５つの駅と、札幌

市内に車両基地（以下、札幌車両基地）の整備

を行っている。列車運行の関係上、車両基地

は、始発終着駅付近に設置することが望まれ

る。都市部である札幌市内においては、広大な

土地を確保することが困難であること、また、

札幌駅から小樽側はトンネル区間であることか

ら、札幌駅に近い高架上に車両基地を建設する

こととなった（図－１）。市街地に全長約

1.3km、地上からの高さ約 22ｍの長大な構造物

を建設するため、周辺の市街地環境と調和し、

地域住民に対する壁面の圧迫感を低減する必要

がある。そのため、周辺の景観に配慮し、地域

住民の理解を得た上で建設を進める必要がある

と考え、「札幌車両基地壁面デザイン検討会

（以下、検討会）」を開催し、有識者から専門

的な助言を受けつつ、さらに、パブリックイン

ボルブメントの手法の一つであるオープンハウ

ス（以下、 OH）を開催し、地域住民から得られ

たデザイン案に対する意見を反映させ、最終デ

ザインを決定した。本発表は、壁面デザインの

決定プロセスについて報告する。  

 

２．札幌車両基地の特徴  

 札幌車両基地建屋は、着発収容庫、仕業検査

庫、保守基地及び建屋間のスノーシェルターか

ら構成される。着発収容庫では営業車両を留置

し、仕業検査庫では、車両走行部の部品点検等

を定期的に行う。また、保守基地では、保守用

車の収容及び検修を行う。これまでの整備新幹

線の車両基地は、新幹線駅を設置する都市部か

ら離れた郊外に平面構造で整備を行ってきた。

しかしながら前述のとおり、札幌車両基地は、

整備新幹線において全国で唯一の都市部に設置

され、建屋が高架構造の上部に整備されること

が特徴である（図－２）。  

 

図－１  札幌車両基地  位置図  

 

図－２  札幌車両基地  鳥瞰図  

 

３．検討会の設置経緯  

札幌市は、市全域を景観計画区域に設定し、

札幌駅周辺を景観計画重点区域に指定してい

る。札幌市景観条例では、景観計画区域内の届

け出を制定しており、一定規模以上の建築物及

び工作物の新築などが届け出対象となってい

る。また、景観形成上重要な建物及び工作物に

ついては、札幌市景観審議会の専門部会である

景観アドバイス部会において、有識者と意見交

換することを定めている。  

当該札幌車両基地は、鉄道及び軌道の線路敷

地内の運転保安に関する施設として扱うため、

建築基準法で規定する建築物とはみなさないと

整理されている。さらに、景観アドバイス部会

との協議対象に該当しないことから、景観アド

バイス部会との意見交換は不要となった。  

しかし、市街地の中に長大な構造物を建設す

ること、隣接する新幹線札幌駅については、景

観重点区域に位置し、北海道新幹線札幌駅工事

を受託した JR 北海道と景観アドバイス部会の
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間で意見交換を行っていることから、札幌車両

基地に関しても、景観アドバイス部会に準ずる

枠組みの中で有識者からの理解を得る必要があ

ると判断し、機構独自の検討会を設置すること

とした。  

 デザイン決定プロセスの全体像について、機

構・壁面デザイン検討会・地域住民で分類し、

時系列に沿って各タスクの関係性を図－３に示

す。特徴として、機構がより主体的となってデ

ザインコンセプトを作成し、オープンハウスを

通じて、地域住民と直接、意見交換している点

である。  

 

図－３  デザイン決定プロセス  

 

４．壁面デザイン検討箇所の選定  

検討会において、デザイン検討を進めるにあ

たっては、視認性の高い視点場を意識し、特に

配慮する必要性があると助言を得た。そこで、

デザイン検討箇所の選定のため、遠景、中景及

び近景の視距離別に札幌車両基地の「見え方」

の検討を行った。遠景では、札幌車両基地全体

を一望可能な視点はないことが確認された。中

景では、視点ｂ及びｄ付近において、壁面に対

する高い視認性を確認した。また、近景のう

ち、車両基地と交差する視点ｇ付近において、

歩行者視点から高い視認性を確認した。検討結

果より、視認性の高い箇所を、景観上配慮すべ

き視点としてａからｇの７箇所を抽出し、Ⅰか

らⅣまでの検討を要する４箇所の選定を行った

（図－４）。  

 

 

図－４  札幌車両基地  視点場の検討箇所  

５．デザイン検討  

 検討にあたり、札幌車両基地の目指すデザイ

ンの方向性は、制約条件を踏まえた上で周辺の

市街地環境に調和したデザインとすることが検

討会において確認された。この方向性を基にデ

ザインコンセプトを「まちとともに築く」と定

めて、検討を行った。建屋形状の変更や建屋ご

とにデザインを切り換える等の検討を行ったが、

荷重条件等の制約条件により、採用には至らな

かった。  

図－５に検討箇所Ⅰを示す。壁面から受ける

圧迫感を低減させるため、壁面下部から上部に

向かってグラデーション状に配色を施した。グ

ラデーション色は、周辺環境との調和を考慮し

て、札幌市で定めた「札幌の景観色 70 色」の中

からモノトーン色を選定することにより、札幌

の都市の中で周辺の市街地環境と調和させた。  

 

 

 

 

図－５  デザイン検討箇所Ⅰ (イメージ ) 

（上：検討前  下：デザイン案）  

 

６．オープンハウス調査 (OH)の実施  

６－１  対象  

地域住民の理解を得るためには、正確な情報

を直接的に伝達することが肝要であると考え、



 

 

地域住民からの直接意見収集、意見交換を行う

OH を開催し、アンケート調査を行った。アン

ケートの主な対象者は、 JR 札幌駅・苗穂駅間

の沿線に住む地域住民とした。 OH の様子を写

真－１に示す。  

 

 

 

 

写真－１  OH の様子  

 

６－２  アンケート内容  

アンケートは自由意見を含め７問設置した。  

問１．年齢  

問２．住まい  

問３．デザインの方向性について  

 圧迫感を低減し、市街地環境と調和すること

の評価  

問４．グラデーションの評価について  

 壁面デザインにグラデーションを採用したこ

との評価  

問５．壁面の色について  

 札幌の景観色 70 色の内、無彩色を採用した

ことの評価  

問６．デザイン全体について  

 主な視点場からのデザインパースの総合的な

評価  

問７．壁面デザインに関する自由意見  

 問３から問６の回答は５段階評価であり、①

を「良い」、③を「どちらとも言えない」、⑤を

「悪い」とし、②・④をその中間評価とした。

なお、⑥は「未回答」とした。  

 

６－３  アンケート結果  

OH 開催の２日間での来場者合計 302 名の内

185 名から、また、同時に行った機構ホームペ

ージ上での調査 (WEB)と併せて計 247 名から回

答を得た。アンケート結果を図－６に示す。回

答者の特性としては、近隣在住の方が８割以上

を占めており、 50 代の回答が最も多かった。

年代ごとで大きな偏りはなく、多くの世代から

満遍なく意見を得ることができた。  

アンケート調査項目のうち、「デザインの方

向性について」は約 89％、「グラデーションの

評価について」は約 83%の方から良い方向の回

答を得た。「壁面の色について」及び「デザイ

ン全体について」は、約 75%の方から良い方向

の回答を得られた。以上のことから、地域住民

からの評価としては全体的に高評価であり、提

示した壁面デザイン案に対して同意を得ること

ができたと考えている。  

 

 

図－６  アンケート結果  

 

６－４  自由意見の分析について  

「自由意見欄」について、 OH で 127 名、 WEB

アンケートで 44 名、合計 171 名から自由意見

を得た。自由意見については図－７のとおりに

カテゴリ分けを行い、各カテゴリにおいてどの

ような内容の意見が多いかを集計した。なお、

意見が複数の分類の内容を含む場合、それぞれ

の分類に計上している。  



 

 

集計した結果を図－７の括弧内の数字に示

す。デザイン全般の意見が 54 件と最も多くの

割合を占めており、次いで建物の材質・形状に

関する意見が 34 件、配色に関する意見が 33 件

であった。現状の壁面デザインに対し、どのよ

うな改善要望が多いかを表－１にまとめた。詳

細を確認すると、窓の設置要望が 22 件、モノ

トーン色以外を要望する意見は 16 件、圧迫感

低減を要望する意見が 16 件と多かった。窓の

設置については車両基地内の新幹線車両を見た

い意見が大半であった。色の変更要望について

は、新幹線車両をイメージする色（常盤グリー

ン、彩香パープル等）や北海道・札幌市を象徴

する色（ライラック、赤レンガ色等）を使用し

てほしいとの意見があった。その他の意見で

は、高架下空間やプロジェクションマッピング

など壁面を有効活用すべきとの意見があった。  

 

 

図－７  自由意見の分類と意見数  

 

表－１  多く見受けられた市民からの要望意見  

カテゴリ  内容詳細  意見数  

材質・形状  窓の設置要望  22 

配色  
モノトーン色  

以外を要望  
16 

グラデーショ

ン・圧迫感  

圧迫感の低減  

要望  
16 

 

７．最終デザインへの反映  

 アンケート結果を踏まえ、 OH で提示した壁

面デザイン案に対して、アンケートの各問で良

い方向の評価を８割程度得られたことから、地

域住民からの同意を得たと考え、壁面デザイン

案の大幅な変更は行わないことを前提とした。  

OH の自由意見のうち、グラデーション色の

明度について複数意見があり、検討会およびモ

ックアップ作成を通して見直しを行った。図－

８に見直しの経緯を示す。当初は札幌の景観色

70 色のうち「新雪（ N-90）」から「開拓使（ N-

35）」までの６色を使用していた。しかし、市

民の意見の中には、モノトーンが明るすぎる、

または暗すぎるという内容もあり、中間色も取

り入れたグラデーションへ見直しを行い、現在

の最終デザインとした。  

また、東２丁目線南側外壁については、コン

トラストが大きい案と、コントラストが小さい

案を同時に提示した（図－９）。アンケートの

結果、コントラストが小さい壁面デザイン案の

方が、コントラストが大きい壁面デザイン案よ

りも好評だったため、グラデーションの見直し

を行い、コントラストが大きくならないよう

に、縦の方向だけではなく横方向のグラデーシ

ョンも採用することで、図－ 10 に示すよう

に、東２丁目線から東３丁目線にかけて自然に

グラデーションが始まるように工夫した。な

お、北側壁面についても同様のグラデーション

を採用した。  

 

 

図－８  グラデーションの見直し  

 

 

 

 



 

 

図－９  東２丁目線南側外壁の見直し  

（上：コントラストが大きい案、  

 下：コントラストが小さい案）   

 

 

 

図－ 10 東２丁目線から東３丁目線南側全景  

 

８．最終デザイン  

最終デザインを図－ 11 に示す。  

検討箇所Ⅰについて、札幌の景観色 70 色の

中からモノトーン色を採用し、下から上へ明度

を上げていくことにより、圧迫感の低減と周辺

の市街地の調和を図った。また、 OH での市民

意見を採用し、明度差を抑え、緩やかなグラデ

ーションとなるように工夫した。  

検討箇所Ⅳの東２丁目線南側外壁について

は、新幹線札幌駅東側端部と接続されており、

新幹線駅舎との連続性を考慮し、駅舎に取り入

れた縦窓を車両基地にも同様に採用した。ま

た、前項で説明したとおり、明度の高い色から

徐々にグラデーションが始まるデザインとして

いる。  

 

 

 

図－ 11 最終デザイン  

（上：検討箇所Ⅰ、  下：検討箇所Ⅳ）  

９．まとめ  

市街地に整備する長大な構造物に対して周辺

の景観への配慮、地域住民に対する圧迫感低減

を目指し、検討会の開催および住民参加による

壁面デザインを検討したプロセスを報告した。  

強調する点として、オープンハウスを通じ、直

接、地域住民の方々と意見交換を行い、有識者

メンバー・地域住民の方々と協力してデザイン

を決めたことである。  

今回のプロセスを、今後の都市部における車

両基地計画を行う際の参考となるよう努めた

い。  

東２丁目線  

検討箇所Ⅰ  

検討箇所Ⅳ  

 

東３丁目線  


